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ナノカーボン材料として知られるグラフェンやカーボンナノチューブは、長きにわたってトラ

ンジスタや透明導電膜などの電子デバイス用の材料として研究開発が進められてきたが、近年は、

光・電子デバイス用材料としても注目されている。ナノカーボン材料は、その低次元性に起因し

て特異な光・電子・熱物性を示すことに加えて、シリコンなどのチップ上にダイレクトに形成す

ることが可能である。そのため、従来の化合物半導体系とは異なる、新たな材料系による光・電

子デバイスが可能となることから、新しいチップ上の光・電子デバイス応用が期待される。本講

演では、我々が進めてきたナノカーボンチップ上光・電子デバイスとして、ナノカーボン光源、

受光素子、シリコンフォトニクス素子、量子光源などについて紹介する。ナノカーボン光源とし

ては、半導体カーボンナノチューブによるエレクトロルミネッセンスやナノカーボン材料による

通電加熱による熱光源を紹介するとともに、本光源を用いた高空間分解を有する赤外分析やイメ

ージング応用について紹介する。また、シリコンチップ上での集積光技術への応用を目指して、

グラフェン受光素子やシリコン光共振器との融合によるチップ上ナノカーボン光源技術や光スイ

ッチを紹介するとともに、近年注目の量子技術への応用が期待される室温・通信波長帯の単一光

子源についても紹介する。本研究の一部は、JST A-STEP、未来社会創造事業、科研費、スピント

ロニクスネットワーク拠点、NIMS 微細加工プラットフォームの支援により行われた。 
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